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各都道府県衛生主管部 (局)長  殿

厚と

スクラブ等の不溶性成分を含有する洗顔料の使用上の注意事項について

いわゆるスクラブ剤や泥、火山灰等の不溶性成分を含有する石けん類及び薬用石けん

類 (ただ し、顔に使用 しないことが明からな製品を除く。以下 「不溶性成分含有洗顔料」

とい う。)に ついては、不溶性成分が異物 として眼に入る可能性があること、眼表面を

傷つけるおそれがあることが、独立行政法人国民生活センターの報告書 「火出灰を含む

洗顔料の使 い方に注意 !」 (平成 22年 8月 18日 )に おいて指摘 されてい ます

(http:〃ヽvww.kokusen.go.jp/news/data/n‐20100818 2.htl■1)。

このため、使用者に対 して、洗顔料中の不溶性成分が眼に入ることを未然に防止する

ための注意喚起を図る観点から、当該製品に係 る容器又は外箱等に使用上の注意事項の

記載を徹底することとしたので、下記について、貴管下の関係の化粧品製造販売業者、

医薬部外品製造販売業者及び関係団体等に対 し周知及び指導方よろしくお願いします。

言己

1.使 用上の注意事項として、次の事項について、既に容器又は外箱等に記載がある場

合を除き、説明文書の配布や情報の掲示により情報提供するよう努めること。

1)目 の周りには使用しないか、目をつぶるなど目に入らないようにすること

2)不 溶性成分が目に入つたときには、こすらずにすぐに洗い流すこと

3)す すいでも目に異物感が残る場合には、眼科医に相談すること
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2.

3.

上記 1)～ 3)の 注意事項を、別紙 1の 例文を参考にその容器又は外箱等に記載す

ること。できるだけ速やかに、遅くとも本通知から半年以内には、製造販売する製品

について、容器又は外箱等の表示を改訂すること。

別紙 2に 記載 した不溶性成分の確認試験法を参考にして、製品中に含まれる不溶性

成分の形状等について把握するとともに、製造販売する製品の安全性の向上に努める

こと。また、目に異物が入つたとする事例に係る情報の収集、検討等の安全管理を徹

底すること。



独立行政法人

回民主括tン ター

報道発表資料

平成 22年 8月 18日

独立行政法人国民生活センター

火 山 灰 を含 む洗頼 料 の使 い方 に注意 !

1 , 目 的

火||1灰出来の原材料を配合 した洗顔料が最近人気となつている。これらの洗顔料は「火山灰」

ゃ 「シラス」、「シラスバルーン」
t住1)が阻合されてお り、火||1灰出来の原材料による皮膚の洗

杵効果牛をうたつた商,T,である,

‐方、田民イ|二祐センターの危件情報システ2 (ヽ注2)には、沈顔料を使用 して‖Rにダt物が人つ

たとの!lrl夕|が200昂イliナ虻以14の約 5年 間で 23+ド占it士らオげている (注nl)ぅち 10件 (13.5(/)),士

火|11灰|11来の原材料が肥合された洗顔料を使用して発生したJ干例であり、10件 中 9件 |「k迪院

汗】)'〔を要と/ていた、

199oイiを呼1にスクラブ剤入り洗顔料の使用による|IR表商iう1物の|lr例が多数 1711竹さオ1′、卜路セン

ター t)'Wi服提伊年を行つている
(に1)が、 火 ||1灰||1来の原ll‐料が西己合さオした洗顔|十t)、1吏用‖キに

|げtつて|1投に人った場合、使)lJ者出身ではう11物を容易には除去できず、限表耐iに残つてしまうお

それがあると考え ら力t夕た

そこで、火| | 1 灰| | 1 来のルt〔材料をl l l L 合したペース ト状の沈顔料について、| I R に人 つた場 合、‖R

に夕貯メ〔限共i向iを傷つけて しkう おそオ1ンのある粒 r・が入っていないか、テ ス トを行い、消!―七十

にhf‖芝収せ1共→
~る

こととし十二!

(1上1)|ラ ウス| 工|II卜 i14)し州地方ti,2〔く分布うるⅢ'い1にfi村こ(旺たF雄灰れ傑 にF)、降 ド経ri幅、及て下こオtらV)i

次】1憤隅 せ、年,3紀 末か,,第1紀trかけて'待lt・阿多火ll!中から岐‖|′たt)″)1と定れトオtている シ ラス

げ)75～ 0ヽ(イ)は火||!ガラスでil・jり、シラスtr含1財lる火|!Ⅲガラスを約 1000でで短時‖Hの熱処ユLをすること

【Iに り得|,オtろ11'社7)ガラス球が 「シラスバルーン|で ある,

(参考 :‖はい,祈iFL女幻と、問̀山雑 :シラスの応用すこjrlぅと的話‖〕題 地 学納t市と98(1),3■,100、1,S,)

(iL 2)尚1亨Jやリーにス特IIより11F市やll体lf危件を受けたり (危十1☆科1)、そのおそオtげ)ある|ヤ41(危険|‖報)を

金田ヴ)危1年1汁|!収性材う力病1先及び油控41活ヒンターか',オンラインCI玄ll_・分析 |ン、i門|や十被Ⅲ′)オ〔然防

111・拡大|ちlLt「役立〔る工とな卜J的 !!tヶビ作F,ォにたラステツ、ゥ

(i卜3)せ00馬イli'と以降 せ0104,5月 31 11 l Cに登無1トナ!た、全日の消費41活センクーli liせt,ね7工危竹1汁‖1と、2005

年'宅以|れど010年 う用う1口 Iぐ t千(な無、き'tた、危告情報llRJ:協力病院かげキ予せら'171女千ケ情11ノ)合力,Hl↑:

ドトt'拙歳十_女i件枚い↑ご体Ⅲ納rドのたド)特別にい例を持市1ンた1)ので汁ち |サ

|II l)「llt it41,岳1 1,UO年1せ川号kり

2 . テ ス ト実 施 期 間

検 1小叫Ⅲ人 i2010イli 6)」～7)J

テス トナ朝『対;2010イiを6サ|～7)|



3.危 害情報 システムよ り

l■B民生活センターの危卒ドf報システムに寄せ られた、火山灰由来の原材料が配合された洗顔

料を使用して発生した危T事 例について、慨要をまとめた。

(1)洗 顔料による危害事例

危1年十1甘報システムには、洗顔料による危者事例が 2005角:度以降の約 5年 間で 215件杵せ ら

れている (とい。危害部位別にみると、最も多いのlk「顔酌i」(138件、61.2γ))であり、次

に 「限」(58件、27.0%)が 多い。

洗顔料による 「‖畏」の危害事例のうち23+|をは洗顔料の使用により‖民に典物が人つたとの車

例であつた|う ち、「火||1灰」ば1来の原材料が阻合さオ1夕た洗顔料による事例が 10件、「スクラ

ブ」配合の洗顔料によるⅢl夕」が 12+卜、洗顔料の和ほ淑が不|ナ|な事例が 1十二+二であつた1,

(2)火 山灰出来の原材料が配合された洗顔料による危害事例

1)危 書事例の概要

r占十情報システムには、火||1灰出来ブ))馬〔材料が配合さオRンた洗顔料による危十 .lf例が 2005イ1二

度以降ブ)約5イiを問で 22件布せ られている は5).危
学部位別にみると、H件 (50(/))は 「顔

1白「」、10件 (155ツ ))'士「|1畏」、1件は危十部位が不け1/kAⅢ例で力)った,危 告部位が 「|IR」の

11'1"!10件はいずれ も|1展に只物が入つたとυ)Ⅲ例であり、2008年度以降にた′ltしていた(|メ||)|

危■部1立が 「|IRJの10件中 9件 は迪院子十)原を要 してお り、冷瞭期|1増が 3j週|lil～1ケ)|ダ)'1'例

が 2件 あった,

( ヤ1 : 馬)どせ円1 1■い J・オ1 1 ) ↑円げ)油投4 L活センクーt i  t t i せら力tた村1設.

(1年)
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図 1.年 度別、危害部位別件数

2005  2006  2007  2008  2009
( 年度)

2 )主 な事例

【ll卜|"| |】             ,

火山灰人 りび)イfけんで洗顔後、‖民に労!物が入 り、大変)占iかつた -61 +「|‖民科に行き、

/)‐〔!)ドってDプこ‐

( ' l f l 女充4 1 ニイ| ニリ」t 2 0 1 0 イ1 1 3 り」、5 0 枝代 女性 安角J 県、危Ⅲ柱度 : ヤ台) 張3 週| 1 増～1 ル

【
, l f r " 1 2 】

j山|十1販売で1占入した洗顔石鹸を1丈用し、|サlH党 めると|‐1に姉みがあった,ii展石|に
'〔

刺さつた何らかの粒 子4.が限球を傷つけた状態と診断さねノた,

(1'11女チじイL年月 :2009年 5)」、10歳代 女性 Jヒ海道、危十程度 i治状 1週問未満)

い!物を1及

) J )

よぶたに

ヨ危害部位

□危害部位

回危害部位



4.テ ス ト対象銘稲

楽天市場及びYahoo!ショッピング (在命の各サイ トの 「スキンケア」のカテゴリーについて

「火山灰」と 「シラス」という語句で検索した時に、両方のサイ トでヒットし、かつヒット放

の多かつた洗顔料と、検索サイ トであるCoogle及び Yalloo l」APANの トップページから 「火山

灰」、「シラス」、「抗顔」という語句で検索した時にとット数が多かった洗顔料合わせて 10銘

柄をテスト対象とした (「9.参 考資料」参照)。テス ト対象銘柄はいずれもペース ト状の洗顔

料であり、9銘柄は化粧品、1銘柄は医薬部外品であつた。

(十工6)社団法 人日本通信販売協会ヴ)調:j 4 tに■ると、イ ンクー ネット通信阪先利用者の 75 7 !もか楽天市場を、37 7 9イ)

が ヽ
'a hぃ

ぃ1シ ョンピングを利用 しているとい う結果であつたため、これら2つ の大 「モール リイ トに抱故され

た販売店を調査 した。 (せ00 S年 1 1日 1 7日フ レス リリエス 【り)

5.テ

( 1 )

1 )

ス ト結 果

眼表面に残るおそれのある粒子の観察

全ての がった

いた。これ らの粒子の一部は涙やまばたきで排出されずに眼表面に残る可能性がある

テ ス ト対象銘柄に合☆オ1/る水に溶ける成分や石けん成分牛|「k‖Rtti何異物 には/LNらない と

考え ',オし、また、水に浮く成分は涙で流 さ加″て眼衣面に残 ば,ない と打仁測 さオしる,そ こで、テ

ス トネ1象銘lriかに)、水、エ タ ノール、アセ トンに4く溶で、かつ'ユIII十1111で洗殿す る4勿?〔を採llt

Lンた ,

その結果、企ての銘押fでイく溶性成分が残■Fしためイく溶性成分フ)11と|:に、供試 itの lγ )木ヤ1崎

げ)t)ヴ)が 2銘 伊f、|～5γ )米比怖ブ)t)υ)が 4銘 Wi、局～10ツ)木満ブ)!)のが 2銘 l ll、10(ゐ以 Lの

十)のが 2銘 171であつたぃ

得 ',オ1′た4く溶1■成分を顕微銃で繊祭す ると (朽!ザ〔1)、令ての銘l llにk径 が 75岸m以 1をの

粒 rが み られた 1化 粧古il及び|え業部外‖1に含☆ねノる粒 14かの大きさ年に開する丹と定はないが、

十1本栄方ij方の|1民軟付斉1及び点‖R剤 (懸濁性点|1民剤)の 製抑1総則で|「k、含主オ1ンる粒 r″の大きさ

1士迪例 75卜とm以 lぐとさオ1′ているD               i

長た、粒 rサ)形状をみると、企ての銘押iでとがつた出̀ 分を含r l a t t  r‐が繊祭 された―限表|れi

ザt物に|■llギ
~る

文献によると、H庶衣ば所共物の 人il`ケンま縁や lJ千面カモギリ
どギリ

ど
した,形】大υう米立丁であ

るとされている (次ページ参照)が 、テス ト対象銘l l lのイく洛性成分 r)同様t / D形状的特徴を行

していた ことか ら、有サtつて‖Rに入 ると粒 r・が1 1 Rになつて‖畏表1向iを傷つけるおそオ1クがあると考

えに,れたJ

さに,に、コ1ネルギー分散'14X線分|サ千装ドとを用いて

イく浴性成分の,ど性分析を行つた ところ、企銘tllの′イ(

冷性成分か らケイ索、アル ミエ ウム、鉄、ナ トリウ

ム、マ グネシウムが校111さオ1夕たぅこ才しらのサこ素の高宏

化物 |「たシラスに合まれ る成分であることか ら (衣

1)、イく浴1イ|:成分は火山灰山来の成分である内r能1!上が

ltiいと考え ら,ね″た,

表 1 シ ラスの化学組成 (%)rti 7)

(i上7)||'t川 :、柄'こケ州t,問`山告と,ラ ラスの応月1地質学的計十樹胆 地 学御[志と98(1):'■ ,100、 1'Sけ

3

Si(), AIせ01 reloⅢ

6Rヽウ71 113～1う 1 ～3 . 5
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2-1う 。|) 2～ 3 5 、う～ 1 2- 1



<眼 表面異物の大きさや形状に関する文献情報>

・限表面異4勿で‖畏科専門医を受診 した症例の調査 (とめによると、鉄粉以外の‖民表面異物 (角膜

ダヽ4勿、結膜):物)に ついては長径が 0,1冊■(100 LLm)以上の異物の症例が報告されている。

・角懐に野:物が刺さると流涙と瞬 目 (まばたき)が お こる。瞼を閉じる時の上限険縁は角懐を

強くllllさえながら早いスピー ドで下14するのでほとんどのダt物は掃き出されるが、厚さが0.5

m m ( 5 0 0卜とm)以 下の異物は椰き出さオ1夕ずに角膜上に//1 Kる。(どL働

・ほとんどの異物は縁や断面がギザギザになつており、表面はザラザラで結膜に刺さる構造を

している。
(1抑

(注も)松 原硲 :角耕lll 1 4共物成立機|ヤ)研究 限 科脇ナ【pl常195 ( 3 ) : 2せ52 3 1 ,ゼ00 1
1  (注

9)松 原給 モ科膜共物の研究 RR↑1賄床にfft 1  8 5 ( 9 ) :とい322 6 0 , 1 " 1

テス ト対象銘納を蚊微鋭で仙祭したところ、いずオR″¢)銘l llに|)1)σ)テス トで得らオ1フたイく

浴性成分中にみ らオR″たようなとが/った部分を含む粒十が机祭さオR夕たことかに,、とがつた出̀ 分

を含む粒子は製品中に含☆れるヰ)ヴ)であることが分かつた,

★た、テス ト共1象銘押子を表示された使用1方法で泡立てたときフ)泡を政イ故銃で仇祭したとこ

ろ (写デ〔2)、ヤ色の中に1)とがつた部分を含む粒十が祝察された、



(2)表 示について

テス ト対 象銘価の本体、外待及び添付の取扱説明手、パンフレットに記載 された表示につい

て調べた。

1)眼 に関する注意表示がなされていたのは 10銘 柄中 8銘 柄であつた

以前か ら‖R表 而災物の症例が報告 されているスクラブ斉‖入 り洗顔料については、業界団体

である日本化粧品]1業連合会が‖Rに 関す る注意表 示について 白主基準を定めてお リ イた1い
、

「|1民にノ、らないよう注意する」旨、「粒子が‖展に入つた場合はこす らずに洗↓潮こ
―
l」 旨、「限

にダモ物感が残る場合は服窄1医にlNLl談す る」旨の 3点 を上に表示すべきであるとしている (表

示例は下超参照),

テス ト対象銘柄の本体、外猫、及び添付の取扱説り1手、パンフレッ トに‖民に関する注子首:表

示がなさオR′ているかを調べた ところ (表 2)、限に関す る何 らかの注意表示がな されていた

銘flllは10銘 秤j中 8銘 柄であつため
‐/Nクラブイ1入り洗顔料の表示白主基準に規定 さ加″た前述

の 3点 の表示事項企てが表示さオ1′ていた銘押iは 1銘 柄のみであつた1,

( 1上10 ) | 1 4〔|ヒlll  Ⅲhに業連合食 十スクラブ剤人り洗閥||の注意共示について|(l r成24 1 1 0 , l S日)

表 2,日 Rに 関する注意表示の有無

8銘 押f

衣

ホ

内

容

「|1民に人らないようにZLさi‐l~る」旨 7銘 l lNl

「|1良に人つた場合は洗い流す」旨 8銘 l ll

「|IR科レこの診祭を'もめるJ旨 う銘 llll

「使ナ
ー
|]||十は コンタク トレンズを外す」 予 1銘 tll

<ス クラブ剤入 り洗顔料の表示自主基準に記載された注意表示例>|li Mい

[例 1]| |lυ)文わりは避けてご使用ください,

2  ・,→
~ぐ

時ヤ士、 卜|に人らない.ようにと,ましてくプごさい十

3 粒 が門に入つたら、こすらずに洗い流してください,

1 す すいで t)1引に只物感が残る場合は、|1民科医にご相1談ください.

[例 2]1.粒 子がHに 人らないようご注意ください

2.粒 j″‐が11に入つたときは、 こすら→
ど
に
~l~ぐ

ヤ先t ヤヽ荒してください:

3.」
~」

い でも11に'モ物感が残る場合に1■、|1史汗il医にご相Jf交ください

[例 3]1 11に 人,,ないようこヤlをとください!

2 .人 つた場合|よ、こすらずにす ぐ洗い流してください‐

3 . 1 1 1 にメt 4勿感がなる場合は、十1展科レこにご十l i  f炎ください‐

甫朽!キllに 「火山灰」とい う単岳古が衣九くされノて'づら
ヤ
ず、 火 ||1灰|11来の原材オ斗力`出世合 さ,1″ている

ことが表示か ら読み取才Rンない銘柄が 1銘 l llあつた ―この銘l llは、消イt拓
‐
が火山灰 |11米ブ)原材

オ斗が配合 されているとの出党なく使用 して しま う市「能1■がある|」

5



6.消 費者へのア ドバイス

火山灰由来の原材料が配合された洗顔料は誤つて眼に入ると粒子が眼表面に残るおそれがある。

使用時は眼に入らないように注意 し、万一眼に入つて異物感や痛みを感じたときは眼科医の診

察を受けた方が良い  .

以前から、スクラブ剤入 り洗顔料による限衣融i異物の症例が報告されてお り、と志喚起がな

されている。火山灰出来の原材料が配合された沈顔料もスクラブ剤人 り洗顔料同様に‖R表面)1

物の原因となるおそれがあると考えられることから、使用時は限に入 らないよう注意すべきで

ある。

また、粒子が限衣miに残つた場合、出力では取り出せない場合もあることから、十1民に共物感

や流iみを感 じたときは限科医の診祭を受けた方が良いじ

7.事 業者への要望

って日長に入ると

ある。消費者への注意喚起を徹底するとともに、安全性を向上させるよう、商品の改善を要望

する

以前かにり、スクラブ剤人り洗顔オ||による|1展表山iう114勿のりた例が報告さオしており、ユ11と1喚起がな

さ才しているィ,テ ス ト紺米、j〔り(火 山灰Hl来フ)"I材十1が出己合さオした洗淡料 ()限共1治「ザt4勿ヴ)原1対と

なるおそオしが浄)ると考えに,オげこ.テ ス ト舛1象銘lriの中には十1民に関する7キt志衣示がなされていな

い銘l llがあったが、スクラブ刺人 り洗州 i'同様、商!||,へのた店t衣ホの徹ル(を含y)、消イヤヤヘク)

7Lどi喚起を行 う【kう要望する)ま た、限に傷を付けるおそオ1夕t)あると考えに,れることか')、安

全1ツトを1占l itさ11る(kう、 商 111,υ)改1咋を要望1~る―

C)'htFヤ脱1'と|サ峰ケ七

消費杵庁 政 策制Jとi雅

):μLttlr l l J省 |=英 食ill,用 安 令対策認

|1本化粧,ⅢI,li米連合会

本件|1対いrドゎせ先

,桁!Ⅲllテス ト門1:012-75R―ユ165



8 . テ ス ト方 法

(1)眼 表面に残るおそれのある粒子の観察

1)不 溶性成分の抽出試験

テス ト対象銘M約 lgを 50 ml試験管に採取し、水 20 mlを加え、70「C湯 浴中で 10分1間、

作分 100111水平振とうした。10分問静置後、上清を除き沈殿4勿を得た。この操作をさらに 2

111繰り返し、付ち れた沈殿物について、エタノール 20 mlで2L珂、アセ トン 20阿1で 2 1rll llll

様のれ|1出操作を繰 り返し、沈殿物を得た。沈殿物を精密i施紙 (孔径 1「u11)で↓よ過し、105にC

で 2時 「1乾燥させた。得ら加ノた不溶性成分を走食型電 子駅 微銃 (日立ハイテク・走企屯十顕

微鏡 S-300N)で概祭した。

イ(溶1lL成分の定性分析は、エネルギー分散型 X線 分析装世 (株式会社州場製作|)千・EMAX

l,N,RGY)により行つため

2)泡 の観察

テス ト対象銘tllを商Iモト1に表示さオ1フた方法で泡立てた―泡立てネットがIJ枢にンていた銘伊iは

付属ワ)ネットを使ナ11した。泡立ったものにエタノールを適hiヤ尚ドして消泡 し、陀燥させた.

イ||ギ)れた残甲!4勿を走介!〔!屯 r収微銃で繊容した1,

(2)表 示について

テストキ1象銘柄の本体、外箱、及び添付の取披言'こ|)J FI、八ンフレットに記職された71i意表

示を調べたと



9 . 参 考

テ ス

資 料 (テス ト対象館柄)

卜対象銘柄の概要 (衣3)、外帆 (写真 3)を 以下に示す。

X ttυ)テス ト結】とは、テ ストヴ)ために帆性人した前占11のみに|;明→
~る

ものである.

米 「つか/つてみAノじやいよかイ「け六ン」はに米向S外! | | ,、そυ)他υ) 9 4榊P fは化粧: |↑1である。

米職人価格は通信販ゲこでブ)帖人価幣をll l l査した平均イ,1である。

表3 テ ス ト対象銘オ亜T覧

商占占名 製造者 又はll t売者名
R離入価格

(税込、円)

火山灰が西己合されている

と受け取れる表示(抜粋)

シラスと泥の

t )ちもち石けん

<発  売  元 >コ モライフ船

<製 i士販売元>側 サテ イス製薬
1 761

シラス

大山灰

|ミヮイ トパルー ン
発 売 元 愉タル フヽ

製造llJx売元 附 サテイス製薬
!,000

火|| 1灰(シラス)

焼児島のシラス(火山灰)

本比島はい美人
<発  売  )t>lthlMlシ`ステム

<製 i竺販売元>船 シヤロン
|,,150

はい

シラスバルーン(吸着成分)

超微粒十シラスバルーン

ネアー′、クレイウォッシュ 製jttlll売皆 附 タイコー 1,890
火山灰

シラス

っか っ
‐
●7メ/ 1 ノじやい

t〕【か イ「けん

サこ 売  元 :長オブ)町!

製造販売元 :悧長井乃叫l
!,890

・火山灰

(ケイ酸・クイ酸アルミニウム焼ル比物)

・火山灰 シラス

り T!■ iクルコスメ=チック

き六ノごきムフご
製造1順ゲこ九 附 天九 t,H )ヽ() 火||1灰山 |

火||1灰でで きた

二|こ んヽ 子「け六ノ

発 ザこ うこ:1附ブ レー ンコスモス

製造lUKゲうこ:日本′it化半船
l,村 tl()

IXliう火||1灰ミネラルllLl合

火|||1火シラス

火||1灰のモチモチヤ包

火||1灰

夕t持 ら良んヽ よ～イ「け六ノ
ウ イ「 L  ir!モ

!1)

お 木 1人 った k～

わ っぜ !1火 |11灰せ つけAノ
|,891)

・火| | 1 灰

・桜ドう火山υ)灰シラス

|は流 火 |||1天■f由矢
発 売  九 :附 プラセス製薬

寧坐造lllK先九 :1榊メデ ィカル ドース
2、079 大山灰

写真3.テ ス ト対象銘柄外観



別紙 1

使用上の注意事項についての例文

1 グJ 上

1.目 のまわ りは避けてご使用 ください。

2.す す ぐ時は、 目に入 らないように注意 して くだ さい。

3.不 溶性成分が 目に入つた ら、こす らずに洗い流 して ください。

4.す すいでも目に異物感が残 る場合は、眼科医にご相談 くだ さい。

例 2

1.不 溶性成分が 目に入 らないようご注意 くだ さい。

2.不 溶性成分が 目に入つた ときは、こす らずにす ぐ洗い流 して くだ さい。

3.す すいでも目に異物感が残 る場合には、眼科医にご相談 ください。

例 3

1.日 に入 らないようご注意 ください。

2.入 つた場合は、こす らずにす ぐ洗い流 して くだ さい。

3,日 に異物感が残 る場合は、眼科医にご相談 くだ さい。



別紙 2

参考 :不溶性成分の確認試験法

1.試 料約 1.Ogを精密に量 り、水 20 mlを加えてよくかき混ぜる。水浴上で 10分 問加

温 して振 とうし、10分 間静置 した後、上清を除き沈殿物を得る。

2.沈 殿物に水 20 mlを加え、同様に加温振 とうし、上清を除いて洗浄 し、さらに水 20

mlで 1回 、エタノール 20 mlで 2回 、アセ トン 20 mlで 2回 洗浄を繰 り返す。

3.残 留物を少量のアセ トンに懸濁 してガラス繊維ろ紙 (lμm)を 用いてろ過 し、105℃

で 2時 間乾燥 した後、質量を量 り、形状を顕微鏡で観察する。


